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精神障がい当事者との付き合い方
～介護サービス事業所の疑問に当事者がお答えします～




介護サービス事業所において、精神障がいのある方への支援に苦慮しているという
声を受け、介護現場での日頃の支援に役立つよう、精神障がいのある方への理解を深めていただく研修を企画しました。講演後は、皆様からの質問にもお答えさせていただく時間もありますので、多くの方の参加をお待ちしております。







　　令和元年11月21日（木）　　日　時

14時～15時30分（13時30分受付開始）
松江市市民活動センター ５階 交流ホール（松江市白潟町43　ＳＴＩＣビル）場　所

※STICビル駐車場は無料です。満車の場合は、近隣有料駐車場をご利用ください。
講演「精神障がい当事者との付き合い方」講師 目次　孝之氏内　容

※事前質問から可能な限りお答えします。
令和元年11月1日（金）必着申　込

「参加申込書」により、ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。
居宅介護支援事業所、介護サービス事業所、地域包括支援センター、相談支援事業所 等対　象
対　象


講師紹介　目次孝之　氏　　　　（松江障害者就業・生活支援センターぷらすピアスタッフ）
　プロフィール
29歳の時、統合失調症を発病する。３年間ひきこもり生活を送っていたが、母の自殺により、半ば強制的に入院する。1年間の入院生活の後、生活訓練施設に入所。3年の施設生活後、一般企業の事務職にオープン採用され、同時に一人暮らしを開始。しかし、生きる目的が持てず、人生のモチベーションも上がらず、2年後すべてを投げ出し、放浪の旅に出る。金が尽きた後、強制入院かつ生活保護受給決定。再び生活訓練施設で2年過ごした後、グループホームへ入所。B型就労をしながら、ピアカウンセラーになるべく模索。2016年1月より、八雲病院の相談支援事業所「ビ・フレンディング」相談室で、ピアカウンセラー活動を開始するほか、ひきこもりの人への自宅訪問も行っている。2019年4月より、現職で働き始めた。現在46歳。










問合せＴＥＬ　（0852）60－0400
ＦＡＸ　（0852）21－4001　
Ｅ-mail   s-kizuna@web-sanin.co.jp


　　　　サポートステーション絆　事務局／担当　花井　　
（松江市社会福祉協議会　生活支援課）
　　


	精神障がい当事者との付き合い方
～介護サービス事業所の疑問に当事者がお答えします～

	
開催日　令和元 年11月21日（木）　　会場　松江市市民活動支援センター交流ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松江市白潟本町43　STICビル）
　時　間　開場/13時半　　開催/14時　








	所属先名
	

	お電話番号
	

	ご来場者名
	職種

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	



参加ご希望の方は、下記項目をご明記の上、令和元年11月1日(金)までにFAXまたはメールにて
お申し込みください。



参加申込書

	

















研修を受けるにあたって、講師の方に聞いてみたいこと、困っていること等自由にお書きください。
（スペースが足りない場合は、別途記入し、申込用紙と一緒にお送りください。






	　　　　　　●研修会に関する申込み・お問い合わせ●
サポートステーション絆　事務局／担当　花井　（松江市社会福祉協議会　生活支援課）
ＴＥＬ　（0852）60－0400　ＦＡＸ　（0852）21－4001
Ｅ-mail   s-kizuna@web-sanin.co.jp








